
令 和 ４ 年 度 前 期 選 抜 学 力 検 査

数 学 （ 1 0時～10時 45分，45分間）

問 題 用 紙

注 意

１．「開始」の合図があるまで開いてはいけません。
あい ず

２．答えは，すべて解答用紙に書きなさい。

３．問題は， から までで， 6 ページにわたって印刷してあります。

４．「開始」の合図で，解答用紙の決められた欄に受検番号を書きなさい。
らん

５．問題を読むとき，声を出してはいけません。

６．「 終 了 」の合図で，すぐに筆記用具を置きなさい。
しゅうりょう
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あとの各問いに答えなさい。（18点）

⑴ － 3
2
＋ 4 ×(－ 2 ) を計算しなさい。

⑵ ( 4 x ＋ 5 )－( x － 3 ) を計算しなさい。

a＋ b
⑶ c ＝ を， bについて解きなさい。

5

y ＝ x － 3
⑷ 連立方程式 を解きなさい。

4 x ＋ 5 y＝30

1
⑸ ＋ を計算しなさい。

⑹ 二次方程式 ( x ＋ 2 )
2
＝ 4 x ＋13 を解きなさい。

3

12

1
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12
⑺ 関数 y ＝ について， xの値が－ 6から－ 3 まで増加したときの変化の割合を求めなさい。

x

⑻ 半径 3 ㎝の球の体積を求めなさい。

ただし，円周率はπとする。

⑼ 次の図のように，ＡＢ＜ＡＤとなる長方形ＡＢＣＤの紙を対角線ＡＣで折り，点Ｂが移動し

た点をＥとする。∠ＢＡＣの大きさが58°のとき，∠ xの大きさを求めなさい。

⑽ 次の図で，△ＡＢＣは∠ＡＢＣ＝90°，∠ＢＡＣ＝70°の直角三角形であるとき，中心角

∠ＡＯＣ＝1 1 0°となるおうぎ形ＡＯＣを 1 つ，定規とコンパスを用いて作図しなさい。

なお，作図に用いた線は消さずに残しておきなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｅ

Ｄ

58°

Ａ

Ｂ Ｃ

x

次のページへ→
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あとの各問いに答えなさい。（ 7 点）

⑴ 右の図は，Ａ組の生徒27人とＢ組の生徒23人

の握力の記録を度数分布表に整理したもので
あくりょく

ある。

このとき，次の各問いに答えなさい。

① Ａ組の生徒の握力の最頻値を求めなさい。
さいひん ち

② Ａ組の生徒とＢ組の生徒の握力の範囲と中
はん い

央値がそれぞれ同じとき， (ｱ) にあてはま

る数を求めなさい。

⑵ Ｐ動物園の入園料は，大人 1 人1000円，子ども 1 人2 0 0円である。Ｐ動物園では下のような

【クーポンＡ】，【クーポンＢ】の 2 種類の割引クーポンがあり，入園者は【クーポンＡ】，

【クーポンＢ】のどちらか 1 つを利用することができる。子どもの人数が大人の人数の 2 倍以

上であるとき，次の各問いに答えなさい。

【クーポンＡ】 【クーポンＢ】

入園料から20％引き 大人 1 人につき，

子ども 2 人の入園料が無料

① 大人 2 人，子ども 7人が【クーポンＡ】を利用して，Ｐ動物園に入園するときの入園料の

合計を求めなさい。

② 大人 x人，子ども y人が【クーポンＢ】を利用して，Ｐ動物園に入園するときの入園料の

合計を， x， yを使った式で表しなさい。

③ 【クーポンＡ】を利用してＰ動物園に入園するときの入園料の合計と，【クーポンＢ】を

利用してＰ動物園に入園するときの入園料の合計が同じになるとき，大人の人数と子どもの

人数を，最も簡単な整数の比で表しなさい。

2

握力(㎏) Ａ組(人) Ｂ組(人)

以上 未満

15 ～ 20 2 1

20 ～ 25 5 (ｱ)

25 ～ 30 6 4

30 ～ 35 7 3

35 ～ 40 3 10

40 ～ 45 3 0

45 ～ 50 1 (ｲ)

計 27 23
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あとの各問いに答えなさい。（ 8 点）

⑴ 図 1 のように， 3列に並んでいる 6 つのマスがある。次の

<ルール>にしたがってＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆの数を決め，

図 2 のように，それぞれのマスに書き入れていく。

<ルール>

(ⅰ) 自然数を 1 つ決め，Ａとする。

(ⅱ) Ａが奇数ならば，Ｂ＝Ａ＋ 1 ，Ｃ＝Ｂ＋ 1とする。
き すう

Ａが偶数ならば，Ｂ＝Ａ＋ 2 ，Ｃ＝Ｂ＋ 2とする。
ぐうすう

(ⅲ) Ｄ＝Ａ＋Ｂ，Ｅ＝Ｂ＋Ｃ，Ｆ＝Ｄ＋Ｅとする。

図 3 は，Ａが 3のとき，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆの数を書き

入れたものである。

このとき，次の各問いに答えなさい。

① Ａが 5 のとき，Ｆの数を求めなさい。

② Ａが偶数 mのとき，Ｆの数を mを用いた式で表しなさい。

③ Ａがどのような数でも，Ｆの数にならないものはどれか，次のア～オからすべて選び，

その記号を書きなさい。

〔ア．1 2 0 イ．1 2 3 ウ．1 2 4 エ．1 2 8 オ．1 2 9〕

⑵ 玉が12個入っている袋Ａと，玉が m個入っている袋Ｂがある。大小 2つのさいころを同時
ふくろ

に 1 回投げ， 2つの出た目の数の和だけ，玉を袋Ａから袋Ｂに移動させ，移動後の袋Ａの玉の

数を x 個，移動後の袋Ｂの玉の数を y個とする。

このとき，次の各問いに答えなさい。

ただし，さいころの目の出方は， 1 ， 2 ， 3 ， 4 ， 5 ， 6 の 6 通りであり，どの目が出るこ

とも同様に確からしいものとする。

① m＝ 0 のとき， x ＝ yとなる確率を求めなさい。

1
② x＝ yとなる確率が となるとき， mの値を求めなさい。

12

3

図 2

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ

Ｆ

図 3

3 4 5

7 9

16

図 1

次のページへ→
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次の図のような， 1辺が 6 cmの正方形ＡＢＣＤがある。 2 点Ｐ，Ｑはそれぞれ正方形ＡＢＣＤ

の辺上を移動する点で，点Ｐは，Ｂを出発して秒速 2 cmでＣ，Ｄ，Ａの順に通ってＢまで移動し，

点Ｑは，点ＰがＢを出発するのと同時に，Ｃを出発して秒速 1 cmでＤを通ってＡまで移動する。

2 点Ｐ，Ｑが出発してから x 秒後の△ＢＰＱの面積を y cm2 とするとき，あとの各問いに答え

なさい。（ 7 点）

⑴ 2 点Ｐ，Ｑが出発してから 2秒後の△ＢＰＱの面積を求めなさい。

⑵ 3 ≦ x≦ 6 のとき， yを xの式で表しなさい。

⑶ 0 ≦ x≦ 9 のとき， xと yの関係を表したグラフはどのようになるか，次のア～エから最も

適切なものを 1つ選び，記号で答えなさい。
ア イ

ウ エ

⑷ 9 ≦ x≦12のとき，△ＢＰＱの面積が 7 cm2 になるときの xの値を求めなさい。

なお，答えに がふくまれるときは， の中をできるだけ小さい自然数にしなさい。

4

ＣＢ

Ａ

Ｑ

Ｄ

Ｐ

y cm2

6 cm

x x
(秒)(秒)3 00

ア

6 9

9

18

3

6

12

15

18

3

6

9

12

15

x
3 6 9 (秒)

ウ

3 6 9 963

3

6

9

12

15

18

3

6

9

12

15

18
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あとの各問いに答えなさい。（10点）

⑴ 次の図のように，正三角形ＡＢＣがあり，線分ＢＣのＢ側の延長線上に点Ｄをとり，正三角

形ＡＤＥをつくる。線分ＡＥと線分ＣＤの交点をＦとし，線分ＣＥをひく。

このとき，次の各問いに答えなさい。

ただし，点Ｅは，直線ＢＣに対して，点Ａと反対側にあるものとする。

① △ＡＢＤ≡△ＡＣＥであることを証明しなさい。

② ＡＣ＝ 6 cm，ＣＥ＝ 3 cmのとき，次の(ⅰ)，(ⅱ)の各問いに答えなさい。

(ⅰ) 線分ＢＦの長さを求めなさい。

(ⅱ) △ＦＥＣと四角形ＡＤＥＣの面積の比を，最も簡単な整数の比で表しなさい。

⑵ 右の図のような，ＡＢ＝ 9 cm，∠ＡＣＢ＝90°の

直角三角形ＡＢＣがある。

直角三角形ＡＢＣを，直線ＡＣを軸として 1 回転

させてできる円すいの側面の展開図が，中心角が

1 2 0°のおうぎ形であるとき，この円すいの表面積

を求めなさい。

ただし，円周率はπとする。

Ａ

Ｃ

Ｅ

Ｄ ＦＢ

Ａ

ＣＢ

－おわり－

9 cm



受 検 番 号 得 点

番

⑴ ⑵ ⑶ b ＝

⑷ x ＝ ， y ＝ ⑸ ⑹ x ＝

⑺ ⑻ cm3 ⑼ ∠ x ＝ °

⑽

⑴ ① ㎏ ②

⑵ ① 円 ② （円）

③ 大人の人数 ： 子どもの人数 ＝ ：

⑴ ① ②

③

⑵ ① ② m ＝

1

2

3

Ａ

Ｂ Ｃ

⑴ cm2 ⑵ y ＝

⑶ ⑷ x ＝

⑴ ① <証 明>

② (ⅰ) ㎝

(ⅱ) △ＦＥＣ：四角形ＡＤＥＣ ＝ ：

⑵ cm2

4

5



（数学）前期選抜採点基準 「採点基準」で処理できない場合は，各校の統一見解で採点されたい。

問 題 配 点 正 答 例 備 考

⑴ １点 －１７

１８点 ⑵ １点 ３ x ＋８

⑶ １点 b ＝５ c － a

⑷ ２点 x ＝５， y ＝２

７

３

⑹ ２点 x ＝±３

２２点 －
３

⑻ ２点 ３６π cm3

⑼ ２点 ∠ x ＝６４ °

⑽ ３点 ・ ①が示せて，１点。

・ ②が示せて，１点。

⑴ ① １点 ３２．５ ㎏

７点 ② ２点 ４

⑵ ① １点 ２７２０ 円

② １点 １０００ x ＋２００（ y －２ x） （円）

③ ２点 大人の人数：子どもの人数＝１：５

⑴ ① １点 ２４

８点 ② ２点 ４ m ＋８

③ ２点 イ，ウ，オ ＊ すべて正答の場合のみ，２点。

＊ 順不同。

５
① １点

３６

② ２点 m ＝４

（裏面へ続く）

３
⑸ ２点

⑵

⑺

Ａ

Ｂ

①

②

Ｏ

＊ 数学的な推論をもとに，作図

されていればよい。

Ｃ



⑴ １点 ４ cm2

７点 ⑵ ２点 y ＝１８－３ x

⑶ ２点 イ

⑷ ２点 x ＝１２－

⑴ ① ４点 〈証 明〉 ・ ①の証明ができて，１点。

△ＡＢＤと△ＡＣＥにおいて， ・ ②の証明ができて，１点。

１０点 仮定より， ＡＢ＝ＡＣ ・・・① ・ ⑤の証明ができて，１点。

ＡＤ＝ＡＥ ・・・②

∠ＤＡＢ＝６０°－∠ＢＡＦ ・・・③ ＊ 数学的な推論の過程が，的確

∠ＥＡＣ＝６０°－∠ＢＡＦ ・・・④ に表現されていればよい｡

③，④より

∠ＤＡＢ＝∠ＥＡＣ ・・・⑤

①，②，⑤より

２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので，

△ＡＢＤ≡△ＡＣＥ

② (ⅰ) ２点 ４ ㎝

(ⅱ) ２点 △ＦＥＣ：四角形ＡＤＥＣ＝２：２７

⑵ ２点 ３６π cm2

合 計 ５０点

７


